
修了までの研究計画を立てたうえで、研究テーマに関連する基礎知識を修得するように努める。Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期

研究テーマに関連する文献、資料を十分に消化し、修士論文又は課題研究にかかわる調査研究計画を確定する。
研究テーマに関連する基礎研究、専門研究を深化させつつ、研究テーマにかかわる調査研究を推進する。
研究成果を生かしながら修士論文又は課題研究を完成させ、審査に備える。

履修科目の単位は授業回数の3分の2以上出席し、試験やレポート等の総合評価で合格した場合に与えられます。

本学大学院に在籍する学生が、本学と協定を結ぶ以下の大学院の双方で学び、所定の単位を修得することで、両大学院の学位を取得すること
ができる制度です。

① 修士論文又は課題研究の提出
　 本大学院を修了するためには所定の単位を取得するほかに、修士論文又は課題研究を提出して試験に合格しなければなりません。
② 修士論文又は課題研究の指導
 　修士論文又は課題研究の指導は主専攻にかかわる分野の指導教員によって行われます。
　 研究水準を確保するためには、入学時からセメスター毎に指導を受けることが求められます。修士論文又は課題研究作成までの指導は
　 おおむね以下のように進められます。

③ 修士論文又は課題研究の審査
　 修士論文又は課題研究の審査は大学院研究科に設置される審査委員会で行う。

単位の認定

修士論文又は課題研究

派遣先 ●嶺東科技大学大学院（台湾・台中市）
●国立台湾高雄科技大学大学院（台湾・高雄市）

条件等 ・派遣先で支障なく勉学に専念できる資質と意欲をもっていること。
・派遣先大学での在学年数は１年以上、最大２年とする。
・そのほか詳細は国際課までお問合せください。

本研究科を修了するためには、次の要件を充たさなければなりません。
① ２年以上在学すること。休学等による学修中断の期間は在学期間に含まれません。在学可能な期間は、休学期間を除き4年間を限度とします。
　 ただし、長期履修生については別途定めます。
② 各研究で定められた教育課程によって、所定の単位数を修得すること。（教育課程表参照）
③ 各研究科の目的に応じ、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び試験に合格すること。
④ 定められた授業料を完納すること。

修了の要件

学期

授業科目は次の３つに分けられています。
授業科目の区分

履修したい授業科目は、学期の初めに履修登録する必要があります。登録方法は学部と同様です。P59をご覧ください。
履修登録

授業時間

1 授業科目の履修および単位修得

2 ダブルディグリー・プログラム

春学期：4月1日から9月30日まで　秋学期：10月1日から3月31日まで

9:00～10:45
10:55～12:40
12:40～13:20
13:20～15:05
15:15～17:00
17:10～18:55
19:25～21:10

1講目
2講目
昼休み
3講目
4講目
5講目
6講目

必修科目

必修選択科目

履修を義務付けられた科目で、大学院修了の要件となります。

研究テーマによって修了するように定められた科目で、指定された科目を選択し履修しなければ修了は認められません。
選択必修の科目は研究テーマによって異なるので注意してください。

選択科目 研究テーマに沿って選択する科目で、修了要件に数えることができます。

事項 修士論文

ページ数

構成要素

審査項目

執筆要領

本文50ページ以上
(1ページはA4横書き40字×30行 フォントMS明朝11ポイント)

日本観光研究学会機関誌に準ずる

（1） 論文審査
・提出された課題研究報告書毎に審査委員を3名選出する。
・当該学生の指導教員以外の1名を主査とし、残り2名を副査とする。
・以下の3つの審査基準について5段階評価を行う。
① 構想力：臨床心理学的テーマに基づき、先行研究を十分吸収し、これを発展させて独自性を示せたか。
② 実証性：研究テーマの理論仮説及び問題提起に対して、統計資料、事例資料、観察資料などを活用して十分に実証したか、また考察して

いるか。
③ 構成力・表現力：論旨、文章構成、記述、図表の活用などが研究論文として説得力のある構成・表現となっているか。主査はさらに次の基

準について5段階評価を行う。
④ 論述及び倫理性：内容の展開及び議論など、研究発表として読者に配慮した適切なものであるか。 
（2） 論文面接審査
・提出された研究報告書毎に審査委員を3名選出する。
・審査委員は（１）の論文審査と同じメンバーとする。
・面接審査は、研究目的、方法、結果、考察及び今後の課題などについて質問し、それに基づき以下の３つの審査基準について5段階評価を行う。
① 説明能力：当該研究の目的、方法、結果、考察、今後の課題を簡潔にかつ説得力をもち説明できたか。
② 知 識 力：当該研究テーマの考察、分析に必要な学術領域の知識を十分習得しているか。
③ 臨床能力：研究結果が臨床心理学の実践に際して十分応用可能な成果を生み出しているか、また研究報告で取り上げた手法・技能を臨

床現場で活かす力は備わっているか。それらについてどのように認識しているか。主査はさらに次の基準について5段階評価
を行う。

④ 質疑応答：質疑応答、内容説明が研究発表者として適切な態度であるか。
・審査委員及び日程などの詳細は別途決定する。

観光学研究科

心理学研究科

本学大学院の卒業者には、修士の称号を授与します。修士の種類は次の通りです。

専攻区分
観光学研究科
心理学研究科
スポーツ健康指導研究科

観光学専攻
臨床心理専攻
スポーツ健康指導専攻

3 学位の授与

4 修士論文・課題研究審査要領

先行研究(文献研究) 必須
調査研究(質問紙調査・ヒアリング調査・その他の現地調査) 必須
なお、理論研究の場合は先行研究を十分踏まえること

独創性・明確性・信頼性・妥当性・将来性について各10点
満点、計50点満点で評価する。
一論文に対して審査員2名

面接試験
作成した論文に対する面接員と作成者間での30分間の口
頭発表・質疑を行う。15点満点 面接員2名

課題研究論文

本文30ページ以上
(1ページはA4横書き40字×30行 フォントMS明朝11ポイント)

日本観光研究学会機関誌に準ずる

調査研究
(質問紙調査・ヒアリング調査・その他の現地調査) 必須

明確性・信頼性・妥当性・実用性・将来性について各10点
満点、計50点満点で評価する。
一課題研究に対して審査員2名
作成した課題研究に対する面接員と作成者間での30分間
の口頭発表・質疑を行う。15点満点 面接員2名

（１）論文審査
提出された課題研究論文毎に審査委員を2名選出する。当該学生の指導教員以外の1名を主査とし、指導教員を副査とする。
以下の4つの審査基準について5段階評価を行う。
①独自性：着眼点や仮説などに独創的な要素があるか。
②構成力：課題設定が明確になっているか。
③表現力：論旨・文章構成が説得力のある展開となっているか。
④論証力：既存の研究成果をふまえ、調査や資料にもとづいて展開しているか。

（２）論文面接審査
提出された課題研究論文毎に審査委員を2名選出する。審査委員は（１）論文審査と同じメンバーとする。
面接審査は、研究目的、方法、結果、考察及び今後の課題などについて質問し、それにもとづき上記の①独自性、②構成力、③表現力および
④論証力の基準について、5段階評価を行う。

審査委員及び日程などの詳細は別途決定する。

審査委員及び日程などの詳細は別途決定する。

スポーツ健康指導研究科

修士の名称
修士（観光学）
修士（臨床心理）
修士（スポーツ健康指導）
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